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町役場 1 階
会議室

４月１日（土）～８日（土）
午前８時 30 分～午後８時

４月 12 日（水）～ 22 日（土）
午前８時 30 分～午後８時

馬島集会所
（荒天時翌日へ順延）

４月６日（木）
午前７時 30 分～正午

４月 20 日（木）
午前７時 30 分～正午

■期日前投票の事由
　投票日に次の理由で投票所に行くことができない人は期日前投票ができます。
　１. 職務・業務などや冠婚葬祭などの予定がある人
　２. レジャーなどの私用で、投票日に投票区域内にいない人
　３. 病気や妊娠などの理由で歩けなくなるとおもわれる人
　４. 離島など、交通の不便な場所に住んでいる人やそこに滞在中の人
　５. 引っ越しなどをして、他の市町村に住んでいる人
　６. 天災その他の事情により、当日投票所に来られない人（新型コロナ対策含む）
※事前に入場券裏の宣誓書に氏名・生年月日などを記載し、投票用紙の交付を受け、投票箱へ直接投票し

てください。なお、公職選挙法の改正に伴い、宣誓書で『期日前投票の事由』を選択いただく必要は無
くなりました。

■期日前投票所開設場所および期間

『山口県議会議員一般選挙』および
『衆議院山口県第２区選出議員補欠選挙』執行のお知らせ

問田布施町選挙管理委員会　☎ 52-5802

山口県議会議員一般選挙 衆議院山口県第２区選出議員補欠選挙

告示日 令和５年３月 31 日（金） 令和５年４月 11 日（火）

投票日

令和５年４月９日（日）
午前７時～午後６時
※選挙当日の投票時間は午後 8 時から午後
６時に繰り上げられました。お間違いの
ないようお早めの投票をお願いします。

令和５年４月 23 日（日）
午前７時～午後６時
※選挙当日の投票時間は午後 8 時から午後
６時に繰り上げられました。お間違いの
ないようお早めの投票をお願いします。

投票できる人

　平成 17 年４月 10 日以前に生まれた日
本国民で、転入の場合は令和４年 12 月
30 日までに転入の届出をし、引き続き令
和５年３月 30 日まで田布施町の住民基本
台帳に記録されている人

※田布施町の選挙人名簿に登録されている人
で、県内の他の市町に転出し、引き続き県
内の市町に住所を有する人は、田布施町で
投票することができます。その際、『引き
続き山口県内に住所を有する旨の証明書』
が必要です。

平成 17 年４月 24 日以前に生まれた日本
国民で、転入の場合は令和５年１月 10 日
までに転入の届出をし、引き続き令和５年
４月 10 日まで田布施町の住民基本台帳に
記録されている人

開票日時 ４月９日（日）午後８時～ ４月 23 日（日）午後８時～

開票所
商工会館サリジエ１階多目的ホール 町役場１階会議室

開票は午後８時から開始に早まります。（これまでは午後 9 時から開始）

選挙公報配布
予定日

４月４日（火） ４月 14 日（金）

　自治会を通して、各世帯にお配りします。町選挙管理委員会事務局や各地域の公民館に
も備付ける予定ですので、ご利用ください。
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投　票　区 投　　票　　所
城 　 　 　 南 城南公民館
上 田 布 施 公民館国木分館
竹 　 　 　 尾 公民館竹尾分館
下 田 布 施 西田布施公民館
駅 　 　 　 前 商工会館サリジエ　（※ 1）
田 　 布 　 施 子育て支援センターおんとも（※ 2）
東 田 布 施 東田布施公民館
大 　 波 　 野 大波野中央会館
小 　 行 　 司 公民館小行司分館
麻 　 　 　 郷 麻郷公民館
麻 　 郷 　 奥 麻郷福祉会館
別 　 　 　 府 麻里府公民館

■投票区と投票所

『
投
票
の
方
法
』

・
両
選
挙
と
も
に
候
補
者
の
氏
名
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
目
の
不
自
由

な
人
や
自
分
で
書
く
こ
と
が
困
難
な
人

は
、
代
理
投
票
に
よ
っ
て
投
票
が
で
き

ま
す
。

・
お
気
軽
に
投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
点
字
投
票
も
可
能
で
す
。

『
不
在
者
投
票
』

・
病
院
や
施
設
な
ど
に
入
院
・
入
所
し
て

い
る
人
は
、
そ
の
病
院
な
ど
で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
病
院
な
ど
に
よ
っ

て
は
不
在
者
投
票
を
行
わ
な
い
所
も
あ

り
ま
す
の
で
、
入
院
な
ど
し
て
い
る
病

院
な
ど
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
旅
行
や
研
修
な
ど
に
よ
り
他
市
町
村
に

滞
在
し
て
い
る
場
合
、
滞
在
地
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
そ
の
場
合
、
田
布
施
町
選
挙
管
理

委
員
会
へ
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
い
て

・
投
票
所
ご
来
場
の
際
は
状
況
に
応
じ
て

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
消
毒
器
の
使
用

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
混
雑
時
な
ど
、
入
場
制
限
を
設
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

・
鉛
筆
は
使
い
捨
て
の
も
の
を
準
備
し

て
お
り
ま
す
が
、
ご
不
安
な
人
は
持
参

い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し

ボ
ー
ル
ペ
ン
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
当
日
の
密
を
避
け
る
た
め
、
期
日
前
投

票
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
投
票

日
近
く
の
期
日
前
投
票
所
は
混
み
合
う

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
期
間
中

お
早
め
の
投
票
を
お
勧
め
し
ま
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
な
ど
で

『
自
宅
療
養
』ま
た
は『
宿
泊
療
養
』し
て

い
る
人
は
、
所
定
の
手
続
き
に
よ
り
郵

便
投
票（
特
例
郵
便
等
投
票
）が
で
き
ま

す
。
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
な
お
、
手
続
き
に
日
数
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
濃
厚
接
触
者

な
ど
で
投
票
所
に
来
る
こ
と
に
ご
不
安

な
人
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■選挙管理委員会からのお願い
　　山口県議会議員一般選挙の期日前投票日である 4 月 2 日（日）は、『第 50 回たぶせ桜まつり』

が開催されるため、役場駐車場内の混雑が予想されます。恐れ入りますが期日前投票にお越しの
人は専用の駐車スペースをご利用ください。

　　なお、駐車場に限りがございますので、投票がお済みになられましたら速やかにお車の移動を
お願いします。

入場券に記載してある投票所で投票してく
ださい。
※転入、転出をした人は一部選挙ごとに投

票所が違う場合がありますので、お気を
付けください。

（※１）山口県議会議員一般選挙について
は開票所の都合上、商工会館サリ
ジエのロビーに投票所を設置しま
す。

（※２）『子育て支援センターおんとも』は、
たぶせ保育園南側の敷地内にあり
ます。
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4 月 3 日（月）正午から『コンビニ交付サービス』が始まります！
　『コンビニ交付サービス』は、マイナンバーカード（※）を利用して住民票の写しなどが全国のコンビニエン
スストアなどで取得できるサービスです。
※コンビニ交付を利用するには、利用者証明用電子証明書が搭載されたマイナンバーカードと４桁の暗証番号

が必要です。

◇取扱い店
　マルチコピー機を設置している全国のコンビニエンスストアなど
◇利用時間
　毎日　午前 6 時 30 分～午後 11 時（システムメンテナンス日を除く）
※システムメンテナンス日は、町ホームページでご確認ください。
◇取得できる証明書の種類と手数料

※ 1　印鑑登録証明書の交付を田布施町役場窓口で申請する場合は、これまでどおり印鑑登録証の提示が必要
です。マイナンバーカードを窓口に提示されても交付できませんのでご注意ください。

※ 2　罹災証明書および被災証明書は、事前に『ぴったりサービス』から電子申請をする必要があります。
◇問合せ先
①住民票・印鑑登録証明書に関すること
　町民福祉課住民係（1 階②窓口）　☎ 52-5811
②罹災証明書・被災証明書に関すること
　総務課総務係（2 階⑨窓口）　☎ 52-5802
③新型コロナウイルス感染症予防接種証明書に関すること
　新型コロナウイルスワクチン接種対策室（西田布施公民館内）　☎ 25-1033

◇マイナンバーカードの申請方法
　マイナンバーカードは、下記のいずれかの方法で申請できます。
・『個人番号カード交付申請書』に必要事項を記入の上、郵送で申請
・『個人番号カード交付申請書』に記載されている QR コードをスマートフォンで読み取って申請
・『個人番号カード交付申請書』の申請書 ID を利用してパソコンで申請
・田布施町役場で申請（写真撮影から申請までサポート）
※『個人番号カード交付申請書』をお持ちでない人は、田布施町役場で発行できますので、町民福祉課住民係

までお越しください。

証明書の種類 取得範囲 手数料 取得できる人

住民票の写し（現在のもの） 本人、同一世帯の人
200 円／ 1 通

田布施町民

印鑑登録証明書（※ 1） 印鑑登録している本人

罹災証明書（※ 2）
本人、同一世帯の人 無料

被災証明書（※ 2）

新型コロナウイルス感染
症予防接種証明書 本人 120 円／ 1 通

利用者証明用電子証明書
暗証番号 * * * *+
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令和5年度の縦覧帳簿の縦覧および固定資産課税台帳の閲覧について令和5年度の縦覧帳簿の縦覧および固定資産課税台帳の閲覧について

■土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧
◇縦覧期間　4 月 3 日（月）～ 5 月 31 日（水）
　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
　（土日、祝日を除く）
◇場所　税務課（1 階⑧番窓口）
◇縦覧することができる人
・納税義務者
　※課税されていない人はできません。
・納税義務者と同居している親族
・納税管理人
・納税義務者の代理人（委任状が必要）
◇必要なもの
・本人確認のできる書類など
　（運転免許証、旅券、マイナンバーカードなど）
・代理人の場合は委任状
◇縦覧内容
・土地価格等縦覧帳簿
　所在、地番、地目、地積、評価額など
・家屋価格等縦覧帳簿
　所在、家屋番号、種類、構造、床面積、評価額

など

■固定資産課税台帳の閲覧
◇閲覧期間　4 月 3 日（月）～年間を通じて
　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
　（土日、祝日を除く）
◇場所　税務課（1 階⑧番窓口）
◇閲覧することができる人
・納税義務者
・納税義務者と同居している親族
・納税管理人
・納税義務者の代理人（委任状が必要）
・借地、借家人など

※使用または受益の対象となる固定資産に限ら
れます。

◇必要なもの
・本人確認のできる書類など
　（運転免許証、旅券、マイナンバーカードなど）
・代理人の場合は委任状
・借地・借家人などの場合は契約書などの権利関

係を示す書類
◇閲覧内容
　固定資産課税台帳に登録されている事項

問問税務課資産税係　☎ 52-5804税務課資産税係　☎ 52-5804

◇日時
　４月１日（土）、２日（日）　午前８時30分～正午
◇取り扱いをする手続き・交付内容
・転入・転出・転居などの手続き
・各種証明書の交付（戸籍に関する証明を除く）
・マイナンバーカードの交付・更新・申請など
※印鑑証明は、即日登録・交付できない場合があ

ります。

転入・転出など窓口業務の延長を行います（4月1日・2日）
※手続に関して他市町への照会などを行う必要が

生じた場合は、処理できないことがあります。
不明な点は事前にお問い合わせください。

※住所異動などに付随する業務（児童手当、健康
保険など）は、後日改めて手続きが必要です。

◇問合せ先　町民福祉課住民係
　☎52-5811

土地台帳・家屋台帳の閲覧を廃止します
　町では、住民サービスの一環として法務局の登記情報を基に土地台帳・家屋台帳を作成し、閲覧を行ってき
ました。しかし、近年、『個人情報保護法』の施行や『住民基本台帳法』の改正（閲覧制限）、また『不動産登
記法』の改正などがあり、土地・家屋の所有者の個人情報保護の観点から、土地台帳・家屋台帳の閲覧業務を
令和 5 年 9 月 29 日をもって廃止します。
　土地・家屋の登記情報の確認については、山口地方法務局柳井出張所の窓口や登記情報提供サービスをご利
用ください。
　なお、地方税法第 382 条の 2 の規定に基づく固定資産課税台帳の閲覧については、従来どおり関係者に限
り閲覧可能です。
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国
民
健
康
保
険
の

国
民
健
康
保
険
の

　
　『
修
学
中
の
特
例
制
度
』
に
つ
い
て

　
　『
修
学
中
の
特
例
制
度
』
に
つ
い
て

■
現
在『
マ
ル
学
保
険
証
』の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
へ

①
４
月
以
降
も
継
続
し
て
修
学
す
る

場
合

・
現
在
お
持
ち
の
マ
ル
学
保
険
証
の

有
効
期
限
は
３
月
31
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。

・
有
効
期
限
を
延
長
す
る
た
め
に
は
、

４
月
以
降
に
届
出
が
必
要
で
す
。

※
３
月
中
に
届
出
を
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

・
詳
細
は
、
３
月
下
旬
ご
ろ
に
お
送

り
す
る
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

② 

学
校
を
卒
業（
退
学
）し
、
そ
の
後

の
住
所
が
田
布
施
町
で
な
い
場
合

　

特
例
制
度
は
適
用
さ
れ
な
い
た

め
、
届
出
が
必
要
で
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
の
人
へ

国
民
健
康
保
険
加
入
の
人
へ

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

　　

外
来
人
間
ド
ッ
ク
等
助
成
事
業

外
来
人
間
ド
ッ
ク
等
助
成
事
業

検査項目 実施医療機関
自己負担額（実費用の３割）

基本検査 追加検査

　基本検査（視力・聴力
検査、血液検査、心電図、
胸部・胃部X線撮影など）

※希望者は、追加で子宮
がん検査、乳がん検査
を実施することができ
ます。また、脳検査は
周東総合病院で70歳未
満のみ実施します。

周東総合病院
※70歳以上の脳検査は実施

しません。
※乳がんはマンモグラフィー

のみ。

12,180円
子宮がん：660円
乳がん：1,450円
脳：7,000円

光市立大和総合病院
※乳がんはマンモグラフィー

のみ。
12,210円

子宮がん：1,650円
乳がん：1,220円

　
【
必
要
な
も
の
】

　

国
保
の
マ
ル
学
保
険
証
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
卒
業（
退
学
）

年
月
日
が
分
か
る
書
類
（
卒
業
証

書
や
卒
業（
退
学
）証
明
書
な
ど
）、

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

■
新
規
に『
マ
ル
学
保
険
証
』の
対
象

と
な
る
人
へ

　
転
出
の
手
続
き
を
し
た
後
に
、
特

例
制
度
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　
【
必
要
な
も
の
】

　
国
保
の
保
険
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
学
生
証（
写
し
可
）ま
た

は
在
学
証
明
書（
写
し
不
可
）、
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の

健康保険課からのお知らせ

　
田
布
施
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
被
保
険

者
を
対
象
に
『
外
来
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
利

用
料
金
の
助
成
』を
行
い
ま
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
は
、
生
活
習
慣
病
の
早
期
発

見
ば
か
り
で
な
く
、
検
査
結
果
に
応
じ
て
生

活
習
慣
を
見
直
す
機
会
に
な
り
ま
す
。ぜ
ひ
、

年
に
一
度
は
人
間
ド
ッ
ク
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
対
象
者

　
受
診
日
時
点
で
田
布
施
町
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者

※
75
歳
の
誕
生
日
以
降
か
ら
は
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
の
被
保
険
者
に
変
わ
る
た
め
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◇
受
診
限
度

　
１
人
あ
た
り
１
年
度
に
１
回

◇
申
込
方
法　
４
月
1
日
以
降
に
保
険
証
を

持
参
の
上
、
健
康
保
険
課（
１
階
⑥
窓
口
）

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
６
月
１
日
以
降
に
申
し
込
む
場
合
は
、
５

月
下
旬
に
送
付
す
る
特
定
健
康
診
査
の
受

診
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
人
間
ド
ッ

ク
を
利
用
す
る
場
合
、
特
定
健
康
診
査
を

受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
田
布
施
町
の
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
修

学
の
た
め
に
町
外
に
転
出
し
た
後
も
親
元
か
ら
生
活
費
な
ど
の
支
援
を
受
け
る

場
合
は
、
引
き
続
き
田
布
施
町
国
保
の
加
入
者
と
し
て
『
修
学
中
の
被
保
険
者

の
特
例
』
に
よ
る
保
険
証
（
マ
ル
学
保
険
証
）
を
交
付
し
ま
す
。

　
特
例
制
度
の
対
象
と
な
る
と
き
や
、
卒
業
な
ど
に
よ
り
対
象
で
な
く
な
る
と

き
は
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
健
康
保
険
課
（
１
階
⑥
番
窓
口
）
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。



広報たぶせNo.1038広報たぶせNo.1038７

『かかりつけ医』や
　『かかりつけ薬局』をもちましょう

休日や夜間の診療は控えましょう

整骨院や接骨院を利用する際は事前に確認しましょう

　日常的な病気の治療や相談などに応じてもらえ、
病歴や健康状態を常に把握する『かかりつけ医』をも
つことで、健康管理に関する適切なアドバイスを受
けることができます。また、『かかりつけ薬局』をも
つことで、複数の医療機関で処方される薬が重複
していないか、危険な飲み合わせはないかなどの
チェックができます。

　休日や夜間に開いている救急医療機関は、緊急
性の高い患者さんのためのもので、医療費も高く
設定されています。緊急時以外は、平日の時間内
に受診することを心がけましょう。  

　整骨院や接骨院で施術を受ける場合は、保
険給付の対象になるものと対象にならないも
のがありますので、事前に確認をした上で、
施術を受けましょう。保険給付の対象になら
ないものと確認された場合、全額自己負担(保
険給付費の返還)となりますのでご注意くだ
さい。
・施術を受ける前に、整骨院や接骨院の施術

者に負傷原因（いつ、どこで、何をして、
どのような症状かなど）の詳細を、十分説
明してください。

・長期間施術を受けているにもかかわらず
症状が改善されない場合は、外傷性の要因
ではなく病気などの要因も考えられますの
で、医師による診断を受けましょう。

○ … 保険給付の対象になるもの
・骨折、脱臼の施術（応急手当をする場合を除き、あ

らかじめ医師の同意がある場合のみ）
・外傷性の捻挫・打撲・挫傷（肉離れなど）
※ただし、上記のうち病院や診療所で同じ負傷の治療

を受けている場合は、保険給付の対象になりません。

× … 保険給付の対象にならないもの
・単なる（疲労性・慢性的な要因からくる）肩こりや筋

肉疲労
・仕事やスポーツなどによる筋肉疲労や筋肉痛
・病気（神経痛、リウマチ、五十肩、関節炎、ヘルニ

アなど）が原因の痛みや肩こり
・脳疾患後遺症などの慢性病
・症状の改善がみられない長期の施術
・労災保険が適用される仕事中や通勤途上に起きた負傷

特定健診を受診しましょう
　糖尿病などの生活習慣病は、症状が進んでいて
もほとんど自覚症状がありません。重症化した場
合、通院や入院で多額の治療費を負担しなければ
ならなくなります。毎年40歳～ 74歳までの人を
対象に、生活習慣病の早期発見や予防に役立つ特
定健診を実施しています。1年に1回は特定健診
を受診してご自身の健康状態を確認しましょう。

重複受診はやめましょう
　同じ病気、同じ症状で複数の医療機関を受診す
ると、検査料や薬などの費用が重複してかかり、
医療費の増加につながります。また、それぞれの
医療機関で適切な用量・用法の薬を処方されるた
め、それらを重複して服用されると体に悪影響を
及ぼす可能性があります。

　高齢化の進展や医療技術の高度化などの要因に
よって、加入者一人当たりの医療費は毎年増加し
ています。国民健康保険制度が安定的に運営でき
るよう、医療費の抑制にご協力をお願いします。

医療費の抑制に
ご協力をお願いします

※特定健診の結果、生活習慣の改善が必要と判定され
た人は、生活習慣を見直すための特定保健指導を無
料で利用できます。

※急な病気やケガなどで、救急車を呼ぶか、病院に行くか、
迷ったときは、救急医療電話相談をご利用ください。

・大人（概ね15歳以上）は☎♯7119（毎日24時間）（IP電
話、ひかり電話などで利用できない場合は☎083-921-
7119）

・子ども(概ね15歳未満)は☎♯8000（毎日午後7時～翌
朝8時）（IP電話、ひかり電話などで利用できない場合
は☎083-921-2755）

　ただし、緊急・重症の場合は迷わず119番してください。

問健康保険課 保険年金係　☎ 52-5809
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　田布施町を RP する映像作品『たぶせを語ろう！たぶせで語ろう！』最後の作品となる第 7 弾が 3 月
17 日（金）に公開されます。
　今回の作品は、第 1 弾から第 6 弾で語られた『田布施町』が凝縮された作品となっています。
　YouTube アカウント『田布施町宣伝部』で公開されますが、町ホームページからもアクセスできます。

▲町ホームページ QR コード（左）、田布施町宣
伝部 QR コード（右）

問企画財政課企画係　☎ 52-5803『たぶせを語ろう！たぶせで語ろう！』第 7 弾を公開します

令
和
５
年
度
『
ち
ょ
う
ど
え
え
体
操
』
を
開
講
し
ま
す

　
「
最
近
、
運
動
不
足
で
腰
や
膝
の
調
子
が
あ
ん
ま
り
．．．」「
軽
く
カ
ラ
ダ

を
動
か
し
て
、
習
慣
に
す
る
き
っ
か
け
が
欲
し
い
」
そ
の
よ
う
な
皆
さ
ま
の

要
望
に
応
え
、引
き
続
き
令
和
5
年
度
も
田
布
施
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、

『
ち
ょ
う
ど
え
え
体
操
』
を
開
講
し
ま
す
。

　
元
気
で
健
や
か
に
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、
簡
単
な
体
操
や
筋
ト
レ
、
ス

ト
レ
ッ
チ
を
行
い
、
健
康
の
維
持
増
進
を
図
り
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◇
実
施
内
容

　

ラ
ジ
オ
体
操
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

体
操
、
イ
ス
を
使
っ
た
筋
ト
レ
、

ス
ト
レ
ッ
チ
、
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

な
ど

◇
場
所

　
田
布
施
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

第
１
体
育
館

◇
日
時　
毎
週
水
曜
日

　
午
後
２
時
～
午
後
３
時

※
４
月
５
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
、
急
遽
中
止

の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
田
布
施
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
講
師　
大
内
久
美
子
さ
ん

　
（
田
布
施
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）

◇
参
加
費　
1
人
1
回
１
０
０
円

◇
服
装　
運
動
の
で
き
る
服
装

◇
持
参
物

　
屋
内
シ
ュ
ー
ズ
・
バ
ス
タ
オ
ル
・

タ
オ
ル・ド
リ
ン
ク
（
水
分
補
給
）

◇職種・採用予定人数
　地域福祉等職員　1人
◇勤務時間
　平日　午前8時30分～午後5時15分
◇休日
　土曜、日曜、祝日、年末年始
◇待遇
　諸手当、賞与、社会保険、有給休暇、夏季休

暇、慶弔休暇など　（法人規則による）
◇応募資格　社会福祉士
　令和5年4月1日現在で45歳未満で普通自

動車免許（AT限定可）を有する人

◇申込方法
　市販の履歴書に必要事項を記入の上、直接、

または郵送により田布施町社会福祉協議会に
提出する

◇申込期限　3月30日（木）午後5時15分
※郵送受付も３月30日（木）午後5時15分必着

です。
◇申込み・問合せ先
　田布施町社会福祉協議会
　田布施町中央南16-1
　☎53-1103　FAX53-1105

田布施町社会福祉協議会の職員を募集します
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令
和
４
年
度
『
住
宅
取
得
支
援
事
業
』
の

申
請
を
お
忘
れ
な
く

問
企
画
財
政
課
企
画
係　
☎
52-

５
８
０
３

　
現
在
、
令
和
４
年
度
後
期
分
の
各
種
住
宅
取
得
支
援
事
業
の
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
申
請
受
付
期
間
は
３
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
取
得
し
た
建
物

登
記
の
完
了
後
６
か
月
以
内
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
対
象
要
件

を
満
た
す
人
で
申
請
を
行
っ
て
い
な
い
人
は
、
期
間
内
で
の
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

　
企
画
財
政
課
企
画
係
で
の
事
前

相
談
後
、
対
象
者
に
申
請
書
類

を
配
布
し
ま
す
。

■
子
育
て
住
ま
い
る
支
援
事
業

　
町
内
に
住
宅
を
新
築
も
し
く
は

中
古
購
入
す
る
人
で
、
中
学
生

以
下
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い

る
人
に
、
地
元
で
使
え
る
商
品

券
５
万
円
分（
基
本
交
付
額
）を

交
付
し
ま
す
。

※
加
算
要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
、
基
本
交
付
額
に
さ
ら
に
交

付
し
ま
す
。

　
（
交
付
額
最
高
30
万
円
）

■
お
帰
り
な
さ
い
！

　
親
元
同
居
・
近
居
住
宅
取
得
応

援
事
業

　
町
内
に
住
宅
を
新
築
も
し
く
は

中
古
購
入
す
る
人
で
、
親
世
帯

と
新
た
に
同
居
す
る
人
や
町
内

に
近
居
す
る
人
に
、
地
元
で
使

え
る
商
品
券
５
万
円
分
（
基
本

交
付
額
）を
交
付
し
ま
す
。

※
住
民
異
動
に
よ
り
町
外
か
ら
町

内
に
転
入
す
る
場
合
は
、
基
本

交
付
額
に
さ
ら
に
10
万
円
加
算

し
ま
す
。

　
（
交
付
額
最
高
15
万
円
）

※
事
業
に
該
当
す
る
か
な
ど
の

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

尾
津
漁
港
（
調
整
港
）
の

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

問
経
済
課
整
備
係　
☎
52
‐
５
８
０
５

◇
資
格　
船
を
所
有
ま
た
は
購
入

予
定
が
あ
る
人

◇
申
込
方
法

　
経
済
課
に
備
え
付
け
の
利
用
許

可
申
請
書
に
よ
り
申
し
込
む

◇
募
集
隻
数　
40
隻

◇
募
集
期
間　
随
時
募
集

◇
提
出
書
類　

・
調
整
港
施
設
利
用
許
可
申
請
書

・
誓
約
書

・
船
舶
検
査
証
書
お
よ
び
船
舶
検

査
手
帳
の
写
し

・
住
民
票

区　分
使　用　料

月　額 年　額
船長５ｍ未満 2,500 円 30,000 円

船長６ｍ未満 3,500 円 42,000 円

船長６ｍ以上 4,000 円 48,000 円

備考 町外の人の使用料は
1.5 倍になります。

◇尾津漁港（調整港）使用料

◇募集内容　居残り保育の補助
◇時給　960円
◇交通費
　通勤距離に応じて支給（上限あり）
◇勤務場所　麻里府保育園
◇勤務日・時間
　月～金（週5日）　午後４時～午後７時
◇休日　土日、祝日、年末年始
◇募集人員　１人
◇申込締切日　3月31日（金）
※募集人数に達した場合は、締切日前に募集

を締め切る場合があります。
◇申込み・問合せ先
　町民福祉課児童係　☎52-5810

【 麻里府保育園の保育士を募集します 】

　3月20日より、令和５年４月１日以降の町内
公共施設の予約管理が『ひろしま・やまぐち公共
施設予約サービス』にシステムが変わります。
　これに伴い、新サービスでは以下のQRコード
から施設の空き状況の確認ができます。施設の予
約方法は、電話または、窓口受付のみとなります。
　そして、これまで利用者登録のある人のみでき
ていた、インターネットからのオンライン予約は
できなくなります。
　詳細は、町のホームページをご確認ください。

▶『ひろしま・やまぐち公共施設
予約サービス』のQRコード

公共施設の予約サービスが
新システムに切り替わります

※システム切替えのため、3 月
25日～ 31日の予約状況は3月
25日以降確認できません。
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作
り
方

材
料（
４
人
分
）

　保健センターだより　

問保健センター　☎52-4999

は
ん
ぺ
ん
バ
ー
グ

は
ん
ぺ
ん
は
白
身
魚
の
す
り
身
に
卵
白
と
山
芋
を
加
え
た
高
た
ん
ぱ
く
低
脂

肪
の
食
材
で
す
。
今
回
は
ふ
っ
く
ら
と
口
ど
け
の
よ
い
は
ん
ぺ
ん
の
特
徴
を

活
か
し
た
手
軽
な
ハ
ン
バ
ー
グ
で
す
。
中
に
、
豆
腐
や
ツ
ナ
フ
レ
ー
ク
な
ど

を
入
れ
て
ア
レ
ン
ジ
も
で
き
ま
す
よ
。

１人分の栄養価
エネルギー…108kcal
たんぱく質…5.3g　脂質…6.0g
カルシウム…33mg　塩分…1.3g

　『がん』は日本人の２人に１人がかかるといわれる身近な病気です。がんの早期は多くの場合が無症状ですが、
定期的にがん検診を受けることで早期発見や早期治療につながります。また、検診による早期発見で約９割が
治るといわれています。
　町が実施する検診は、受診費用の７割以上を町が助成しますのでお得に受診することができます。この機会
にぜひ、ご利用ください。
■がん検診を申し込みましょう
　申込書は３月末に世帯主宛に郵送します。
　対象者は、令和５年４月１日現在で 40 歳以上の男性と 20 歳以上の女性です。
◇申込方法　申込書に検診の希望日などを記入の上、各公民館、役場に提出する
◇申込期限日　４月 21 日（金）
※予約の変更や取り消しは受診日の１か月前までにご連絡ください。

はんぺん ２枚（180g）
玉ねぎ 50g
小ねぎ 8 本（40g）
マヨネーズ
 大さじ 1・1/2 本
サラダ油 小さじ 2
大根 200g
ポン酢しょうゆ 小さじ４

①
小
ね
ぎ
は
小
口
切
り
に
す
る
。
玉
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り
に
し
て
６
０
０

Ｗ
の
レ
ン
ジ
で
１
分
加
熱
す
る
。

②
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
は
ん
ぺ
ん
、
玉
ね
ぎ
、
小
ね
ぎ
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
入
れ

て
よ
く
つ
ぶ
し
た
ら
、
８
等
分
し
８
個
の
小
判
型
に
丸
め
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
中
火
で
熱
し
、
②
を
入
れ
て
焼
く
。
焼
き
目
が
つ

い
た
ら
ひ
っ
く
り
返
し
て
裏
面
も
焼
く
。

④
大
根
を
す
り
お
ろ
し
、
ハ
ン
バ
ー
グ
の
上
に
の
せ
て
ポ
ン
酢
し
ょ
う
ゆ

を
か
け
る
。

令和5年度のがん検診について令和5年度のがん検診について
～新型コロナウイルスへの感染を心配して受診を控えていませんか～～新型コロナウイルスへの感染を心配して受診を控えていませんか～

田
布
施
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

対象年齢 無料になる
がん検診の種類

20 歳（平成 14 年 4 月 2 日
～平成 15 年 4 月 1 日） 子宮頸がん

40 歳（昭和 57 年 4 月 2 日
～昭和 58 年 4 月 1 日） 乳がん

50 歳（昭和 47 年 4 月 2 日
～昭和 48 年 4 月 1 日）

胃 が ん、 大 腸 が ん、
肺がん、子宮頸がん、
乳がん、前立腺がん

■田布施町のがん検診の特徴
◇年齢により検診を無料で受けることができます
　　50 歳無料検診は、町が独自で行っています。
　（右表参照）
◇集団検診では各種がん検診を同日に受けること

ができます
　　検診には公民館などで受診する集団検診と、

医療機関で受診する個別検診があります。
　　集団検診では、胃がん検診、大腸がん検診、

肺がん検診、子宮頸がん検診、乳がん検診のす
べてを同日に受けることができます。
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　本町発明クラブは、平成 7 年度に田布施町教育委員会、公益社団法人発明協会および一般社団法人山口県
発明協会が共同で設置をしました。県内では、柳井市、山口市、下関市に次いで４番目に設置されました。現
在は、県内に７つの発明クラブが設置されていますが、町としての設置は田布施町のみで、特色ある教育活動
の一つとなっています。

『田布施町少年少女発明クラブ』活動紹介

　また、町内の多くの企業や団体、個人から後援会に入会いただき
活動を円滑に進めていけるようなご支援をいただいています。今年
度で 28 周年を迎えていますが、本クラブの目的である『田布施町
の次代を担う子どもたちに科学技術に関する興味、関心を追求する
場を提供し、科学的で独創的な発想に基づく創作活動を通して発明
くふうの楽しさと創作する喜びを体得させることにより、創造性豊
かな人間形成を図る』ことを意識し、各種方面よりご協力をいただ
きながら取り組んでいます。田布施西小学校の図工室を主な拠点と
して活動しています。その取組をご紹介します。

◇活動日時　第２・第４土曜日
　午前 9 時 30 分～午前 11 時 30 分

　本クラブは、1 年間を前期活動（4 月～ 9 月）、
後期活動（10 月～ 3 月）に分けて取り組んでいます。
　前期活動は、クラブ員一人ひとりの発想を大切に
しながら個々のくふう作品作りを行っています。年
度当初に、クラブ員募集要項に各自が書いている作
品設計図をもとに、具体的な作品作りの計画を各班
担当の指導者と一緒に考えていきます。その後、図
工室内の材料や各自がホームセンターなどで購入す
る材料（購入代は、後日当クラブで支払）で製作に
取りかかります。製作活動は試行錯誤の繰り返しで、
９月には作品が完成できるように全員が根気よく取
り組んでいます。そして、クラブ員全員の作品は山
口県発明くふう展に出品し、広報 11 月号で紹介し
ましたように毎年多くの賞を受賞しています。
　後期活動においては、10 月に全員が『鳥の巣箱
づくり』を行いました。同じ様式の巣箱ですが、そ
れぞれがひと工夫を加え個性的な巣箱が完成しまし
た。11月には、活動の拠点を田布施中学校に移動し、
中学校の理科の
先生方による指
導で科学作品づ
くりを行ってい
ます。

　令和 4 年度は、三葉虫やフズリナ、アンモナイ
トの化石レプリカを作りました。また、化石を含ん
だ岩石を道具を駆使しながら化石の発見にも挑戦し
ました。12 月には、クラブ員一人ひとりが作製し
た作品の相互発表会を保護者も招待して実施しまし
た。作品作りでくふうした所や苦労した所をクラブ
員全員で共有でき、今後の製作活動に生かしていけ
る発表会となりました。
　さらに、1・2 月には田布施農工高校に移動して、
高校の先生方のご指導で電子キットの作製をしまし
た。メカトロ研究部の生徒さんにも手伝っていただ
きながら、手元のコントローラーで動くロボットを
作製し、最終日にはロボット同士の相撲大会を実施
しました。

　こうした一年間にわたる物作りを通して、充実感
や自己肯定感から自分に対する自信に繋がる取組に
なればと指導員一同願っています。
◇発明クラブ指導員の募集について
　　クラブ員と一緒に作品作りをしてみませんか。

経験不問です。
◇問合せ先　発明クラブ事務局（社会教育課内）
　☎ 52-5813
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もう一冊。
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え
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…

	

五
味　
太
郎
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さ
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え
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き
も
の
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鑑

	

谷
本　
雄
治

図
解
は
じ
め
て
の
絵
画	

青
柳　
正
規

ど
こ
で
も
タ
ク
シ
ー	

鈴
木
ま
も
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ロ
ボ
ッ
ト
は
泣
く
の
か
？	

佐
藤
ま
ど
か

ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
の
プ
ッ
ク	

あ
ず
み
虫

し
ん
ど
く
な
ら
な
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ひ
と
り
暮
ら
し
』ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク	

華
井
由
利
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孫
と
楽
し
む
お
り
紙
ヒ
コ
ー
キ	

戸
田　
拓
夫

い
ち
ご
の
お
菓
子
づ
く
り	

今
井
よ
う
こ

風
を
紡
ぐ	

あ
さ
の
あ
つ
こ

よ
き
時
を
思
う	

宮
本　
　
輝

固
結
び	

山
本　
一
力

書
楼
弔
堂　
待
宵	

京
極　
夏
彦

句
俳

短
歌

児
童 

一
般 

加
治　

紀
子

國
本
英
智
郎

久
光　

良
一

小
村
み
つ
枝

甲
斐　

信
子

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
ゆ
っ
く
り
景
色
に
こ
ん
に
ち
は

冬
枯
れ
の
公
園
に
紅
い
山
茶
花
が
灯
っ
て
い
る

今
日
の
し
あ
わ
せ　

餅
が
ふ
く
ら
ん
だ

昔
の
忘
れ
物
だ
ん
だ
ん
戻
っ
て
き
た

枯
葉
ク
ル
ク
ル
と
回
っ
て
今
の
世

周
防
一
夜
会

岡　
　

倫
子

松
根
千
代
子

曽
我　

欣
行

田
村　

文
代

裏
庭
に
鶯
の
来
て
よ
き
目
ざ
め

語
り
つ
ゝ
揃
ふ
歩
幅
や
春
散
歩

鶯
に
竹
伐
る
音
の
ま
じ
り
つ
つ

寒
明
け
の
畑
に
ゆ
る
や
か
な
る
日
差
し

麻
郷
俳
句
教
室

藤
田　

京
子

堀
部
伝
兵
衛

上
岡　

知
雄

吉
村　

京
子

河
村
美
喜
子

柿
の
葉
の
散
り
し
く
庭
の
片
隅
に

　
　

蟷と
う
ろ
う螂

が
夕
日
浴
び
て
動
か
ず

※
『
蟷
螂
』
は
カ
マ
キ
リ
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

天
も
地
も
人
も
草
木
も
ま
ぼ
ろ
し
も

　
　

良
き
代
に
な
れ
と
祈
る
初
春

乗
り
換
え
は
三
分
間
と
い
い
聞
か
せ

　
　

列
車
確
認
ホ
ー
ム
を
走
れ

ひ
ら
ひ
ら
と
言
う
ほ
ど
な
れ
ど
木
の
葉
に
も

　
　

木
の
葉
の
重
さ
あ
り
て
落
ち
来
る

七
日
間
痛
み
を
こ
ら
え
ベ
ッ
ド
の
上

　
　

わ
が
人
生
こ
の
先
不
安

短
歌

図
書
館
へ

行
こ
う
。

おしゃべり箱おはなしの会
　4月22日（土）  午前10時30分～
　図書館 2F 講座室にて

４月の
休館日

問田布施図書館　☎ 52-2288
HP　　  https://ilisod004.apsel.jp/tabuse-lib/
E-mail　library.tabuse@town.tabuse.yamaguchi.jp

毎週月曜日・祝日
月末整理日　30日（日）

『みんなの宗教 2 世問題』    
 横道　誠・島薗　進　著

『真珠とダイヤモンド（上）（下）』
桐野　夏生　著

　虐待、金銭的搾取、家庭崩壊…。過酷
な境遇を生きのびた『統一教会』『エホバ
の証人』など宗教2世の当事者たち。海
外での最新研究状況を紹介し、当事者た
ちの証言と識者たちの考察により2世問
題の解決に挑む。

　1986年春。福岡の証券会社で出会った
佳那と水矢子は、それぞれ2年後に東京に
出ていく夢を温めていた。佳那は、同期の
望月と結託してマネーゲームの渦に身を投
じていき…。

　卒園式の準備にやってきた『そつえ
んセブン』。子どもたちといっしょに
卒園式で何をするのかを話します。友
だちとの思い出をつくるなど、いろい
ろなアイデアが出てきて…。

『そつえんセブン』
ふくだ　いわお  絵　もとした　いづみ  作
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問
社
会
福
祉
協
議
会　
☎
53
‐
１
１
０
３

柳井警察署だより柳井警察署だより
高齢者の交通事故防止県民運動が
実施されます！

theme

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容　
電
話
で
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

☎
51
‐
４
０
１
１

（
12
月
22
日
～
１
月
20
日
受
付
分
）

＊
社
会
福
祉
事
業
へ

矢
蔵　
德
元
久
美
子

匿
名
１
件

＊
ご
芳
志

大
国
木　
木
村
俊
幸　
妻　
ヒ
フ
ミ

＊
介
護
用
品
借
用
御
礼

匿
名
１
件

＊
子
ど
も
食
堂
へ

田
布
施
地
域
交
流
館　
食
材

匿
名
１
件　
人
参

匿
名
１
件　
　
玄
米
10
　

㎏

匿
名
１
件　
　
玄
米
30
　

㎏

＊
介
護
用
品

矢
蔵　
德
元
久
美
子

＊
紙
オ
ム
ツ　
匿
名
１
件

（
１
月
21
日
～
２
月
10
日
受
付
分
）

＊
社
会
福
祉
事
業
へ

匿
名
２
件

＊
ご
芳
志

鳥　
越　
福
好
康
隆　
母　
政
子

＊
子
ど
も
食
堂
へ

田
布
施
地
域
交
流
館　
食
材

匿
名
１
件　
人
参

匿
名
１
件　
金
一
封

＊
衛
生
用
品

新　
町　
田
中

子育て支援センター

問たぶせ保育園　☎53-1012

『おんとも』

≪4月行事≫

　3 月 9 日（木）～ 15 日（水）まで『高齢者
の交通事故防止県民運動』が実施されます。
　令和４年、県内で交通事故により亡くなら
れた高齢者は 21 人で、交通事故死者数全体の
68％を占めており、中でも、高齢歩行者が被
害に遭う事故が多く発生しています。
　高齢歩行者は、道路を横断するとき、近く
に横断歩道がある場合は必ず横断歩道を利用
するとともに、ハンドサインで横断する意思
をドライバーにアピールし、安全確認を確実
に行ってから横断しましょう。
　また、高齢ドライバーは、加齢に伴い運転
操作に必要な身体機能が低下することを意識
し、周囲の安全確認や道路状況をよく確認し
て運転するとともに、運転操作を間違えない
ために、ゆとりを持って行動しましょう。

◇運動の重点
・高齢歩行者の交通事故防止
・高齢運転者の交通事故防止
・高齢者の自転車安全利用の推進
・反射材・ハイビームの活用促進

問問柳井警察署　柳井警察署　☎☎ 23-011023-0110
https://www.police.pref.yamaguchi.lg.jp/https://www.police.pref.yamaguchi.lg.jp/
kenkei/page_h002_000009.htmlkenkei/page_h002_000009.html

■施設開放　全員対象（令和2年4月2日以降生まれ）
　午前9時～午後3時30分
　（昼休み　午後12時15分～午後1時15分）
　土曜日　午前9時～午後12時15分

　　令和５年度は4月4日（火）から開放します。
　　詳細は『おんとも』に問い合わせるか
　インスタグラムでご確認ください。

月 火 水 木 金 土

お休み

お休み はいはい
入所式

開放 よちよち
入所式

開放 開放

開放 はいはい
身体測定

開放 よちよち
身体測定

わくわく
誕生会

開放

開放 はいはい
製作あそび

開放 よちよち
製作あそび

開放 開放

開放 はいはい
お外で遊ぼう

開放 よちよち
お外で遊ぼう

開放 昭和の日

6 7 83 4 5

10

17

24

11 12 13 14 15

18 19 20 21 22

25

1

　『子育て支援センターおんとも』は、子育てサークルの開催や
育児相談など子育て家庭へのいろいろな支援を行っています。
■赤ちゃんサロン　午前 10 時～正午

【はいはい】あんよができるまでの赤ちゃん対象
【よちよち】あんよが上手にできる未就園児対象
【わくわく】よちよち、はいはい全員対象

26 27 28 29
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以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

　
経
済
的
な
理
由
で
、
就
学
が
困
難

な
児
童
お
よ
び
生
徒
の
保
護
者
に
対

し
て
、
就
学
費
の
一
部
を
支
援
し
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
、
受
付
期
間
内

に
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、『
令
和
４
年
度
就
学
援
助
』

を
受
給
し
て
い
る
人
お
よ
び
、
令
和

５
年
３
月
に『
新
入
学
準
備
金
』を
受

給
す
る
人
に
つ
い
て
も
、
毎
年
の
審

査
が
必
要
で
す
の
で
、
申
請
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
所
得

が
無
い
人
も
、
必
ず
税
務
課
で
所
得

の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

　

令
和
５
年
度
に
世
帯
構
成
員
全

員
が
納
付
す
べ
き
町
民
税
の
所
得

割
課
税
額
（
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
前
）
の
合
計
額
が
、
２
０
，

２
４
０
円
＋
16
歳
未
満
の
世
帯
構

成
員
の
数
×
２
１
，
３
０
０
円
の

合
計
額
以
下
の
人

※
た
だ
し
、
16
歳
未
満
の
世
帯
構
成

員
の
数
は
、
前
年
度
の
12
月
31
日

現
在
で
判
定
し
ま
す
。

◇
受
付
期
間

　
４
月
３
日（
月
）～
５
月
31
日（
水
）

【 

令
和
５
年
度
就
学
援
助
費 

】

お 

知 

ら 

せ

※
こ
の
期
間
以
降
も
随
時
受
付
け
ま

す
が
、
支
給
開
始
月
や
支
給
額
が

異
な
り
ま
す
。
申
請
月
の
翌
月
分

か
ら
と
な
り
ま
す
。

◇
申
請
方
法

　
学
校
教
育
課
で
申
請
手
続
き
を
行

う（
印
鑑
不
要
）

◇
問
合
せ
先　
学
校
教
育
課

　
☎
52
‐
５
８
１
２

く ら し の 情 報

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
山
口
２
０
２
３

（
山
口
県
健
康
福
祉
祭
）『
ス
ポ
ー
ツ

文
化
交
流
大
会
』
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◇
開
催
日

　
令
和
５
年
３
月
か
ら
順
次
開
催

◇
参
加
資
格　
60
歳
以
上
（
昭
和
39

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

◇
種
目　
剣
道
、テ
ニ
ス
、ゴ
ル
フ
、

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
マ
ラ
ソ
ン
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど

◇
問
合
せ
先

　
山
口
県
社
会
福
祉
協
議
会
生
涯
現

役
推
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
３
‐
９
２
８
‐
２
３
８
５

【 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
山
口
２
０
２
３
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 

】

　
出
産
や
手
術
で
の
大
量
出
血
な
ど

の
際
の
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
・
血

液
凝
固
第
Ⅸ
因
子
製
剤
の
投
与
に
よ

り
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
れ

た
方
々
へ
給
付
金
の
請
求
期
限
が
、

２
０
２
８
年（
令
和
10
年
）１
月
17
日

ま
で
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　
劇
症
肝
炎
（
遅
発
性
肝
不
全
を
含

む
）
に
罹
患
し
て
死
亡
し
た
人
へ
の

給
付
金
の
額
が
引
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
厚
生
労
働
省
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
相

談
窓
口

　
☎
０
１
２
０
‐
５
０
９
‐
０
０
２

◇
受
付
時
間

【 
Ｃ
型
肝
炎
感
染
者
被
害
者

救
済
制
度
に
つ
い
て 

】
　
大
切
な
人
を
自
死
で
失
っ
た
と
い

う
共
通
の
体
験
を
持
つ
遺
族
が
、
安

心
し
て
自
分
の
体
験
を
語
り
、
他
の

人
の
話
し
を
聴
く
こ
と
を
通
じ
て
互

い
を
支
え
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

【 

山
口
自
死
遺
族
の
集
い
ク
ロ
ー
バ
ー

『
わ
か
ち
あ
い
の
会
』
の
ご
案
内 

】
　
就
職
活
動
を
継
続
し
て
い
る
今
春

卒
業
の
新
卒
者
・
既
卒
者
の
皆
さ

ん
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
最
後
ま
で

皆
さ
ん
を
支
援
し
続
け
ま
す
。
就
職

活
動
の
進
め
方
に
つ
い
て
知
り
た
い

こ
と
、
不
安
な
こ
と
、
求
人
情
報
な

ど
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
応
募
書
類
の
書
き
方
や
面

接
対
策
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
の

で
、
積
極
的
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

【 

未
内
定
の
新
卒
者
・
既
卒
者
の

皆
さ
ま
へ 

】

◇
日
時　
毎
月
第
３
土
曜
日
（
８
・

12
月
を
除
く
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

（
受
付
）午
後
１
時
～

◇
場
所　
山
口
県
福
祉
総
合
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー

　
（
山
口
市
吉
敷
下
東
４
‐
17
‐
１
）

◇
参
加
費　
茶
菓
子
代
２
０
０
円

◇
問
合
せ
先

　
山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
山
口
県
福
祉
総
合
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
内
）

　
☎
０
８
３
‐
９
０
２
‐
２
６
７
２

※
初
め
て
参
加
す
る
人
は
、
電
話
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

　
（
土
日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）
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以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

＊「
広
報
た
ぶ
せ
」の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
53
‐
１
１
０
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

　
法
改
正
に
よ
り
、
令
和
４
年
７
月

か
ら
教
員
免
許
更
新
制
が
解
消
さ

【 

教
員
免
許
状
の
有
効
期
限
が

な
く
な
り
ま
し
た 

】

募　
集

　
令
和
５
年
度
の『
広
報
た
ぶ
せ
』と

『
田
布
施
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』の
広
告

主
を
募
集
し
ま
す
。

【 

広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
広
告
募
集 

】
◇
勤
務
内
容

　
高
齢
者
宅
な
ど
を
訪
問
し
、
介
護

認
定
調
査
・
認
定
調
査
票
の
作
成

◇
勤
務
・
時
間　
月
10
日
程
度

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
で
き
る
限
り
本
人
の
希
望
日
時
を

優
先
し
ま
す
。

◇
募
集
人
員　
１
人

◇
賃
金（
時
給
）　
１
，
２
９
１
円
～

【 

介
護
認
定
調
査
員
募
集 

】

　
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
は
高
齢
者
が
地
域
の
中
で
孤
立
す

る
こ
と
な
く
、
安
心
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
民
間
事

業
者
の
協
力
に
よ
り
地
域
全
体
の
見

守
り
体
制
を
強
化
す
る
取
り
組
み
で

す
。

　
業
務
中
や
日
常
生
活
で
高
齢
者
の

異
変
に
気
付
い
た
と
き
に
、
役
場
な

ど
へ
連
絡
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

関
係
機
関
が
連
携
し
て
支
援
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
つ
く
る
た
め

に
見
守
り
活
動
の
趣
旨
に
賛
同
、
協

力
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し
ま

す
。
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　
健
康
保
険
課
長
寿
支
援
係

　
☎
52
‐
５
８
０
９

【 

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

協
力
事
業
者
の
募
集
に
つ
い
て 

】

　
瀬
戸
内
海
で
は
、
春
先
か
ら
梅
雨

時
期
に
か
け
て
霧
や
降
雨
に
よ
る
視

界
制
限
下
で
の
事
故
が
、
多
発
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
海
に
出
か
け
る
前
に
は
、
最
新
の

天
気
予
報
を
確
認
し
て
、
降
雨
や
見

通
し
が
悪
い
場
合
は
、
船
の
運
航
や

海
で
の
レ
ジ
ャ
ー
は
控
え
ま
し
ょ

う
。

※
最
新
の
気
象
情
報
の
入
手
は
、
左

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
で
き
ま
す
。

　
海
の
事
件
・
事
故
は
１
１
８
番
へ

◇
問
合
せ
先

　
徳
山
海
上
保
安
部
交
通
課

　
☎
０
８
３
４
‐
31
‐
０
１
１
２

【 

春
先
～
梅
雨
時
期
の
霧
に
ご
注
意  

】

◇
問
合
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
柳
井
学
卒
担
当

　
☎
22
‐
２
６
６
１

◇
必
要
資
格

・
介
護
ま
た
は
看
護
に
関
す
る
資
格

を
有
す
る
人

・
普
通
自
動
車
免
許（
Ａ
Ｔ
可
）

◇
問
合
せ
先

　
健
康
保
険
課
長
寿
支
援
係

　
☎
52
‐
５
８
０
９

れ
、
更
新
講
習
を
受
け
る
必
要
が
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

過
去
に
取
得
し
た
教
員
免
許
状

は
、『
失
効
』し
て
い
な
い
限
り
、
手

続
き
な
し
に
有
効
期
限
の
な
い
も
の

と
な
り
、
そ
の
免
許
状
を
も
と
に
、

教
員
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
免
許
状
を『
失
効
』し
た
人

も
、
条
件
を
満
た
し
再
授
与
の
手
続

き
を
行
う
と
再
び
免
許
状
を
取
得
で

き
ま
す
。

※
先
生
と
し
て
働
く
こ
と
に
興
味
が

あ
る
人
な
ど
、
免
許
状
の『
失
効
』

や
、再
授
与
の
手
続
き
に
つ
い
て
、

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◇
問
合
せ
先　
山
口
県
教
職
員
課

　
☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
４
５
５
０

■
募
集
枠

◇
広
報
た
ぶ
せ　
４
枠
程
度

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
最
大
６
枠

■
掲
載
要
件　
町
の
定
め
る
要
綱
・

基
準
に
適
す
る
も
の

※
申
し
込
む
前
に
、
要
綱
・
基
準
の

詳
細
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す

る
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
掲
載
サ
イ
ズ

◇
広
報
た
ぶ
せ　
縦
45
ｍｍ
×
横
85
ｍｍ

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
縦
60
ピ
ク
セ
ル

×
横
１
９
５
ピ
ク
セ
ル

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

◇
広
報
た
ぶ
せ
に
つ
い
て

　
有
限
会
社
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ぶ
ち

☎
52
‐
２
５
８
８

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

　
キ
ッ
シ
ョ
ウ
株
式
会
社

　
☎
52
‐
２
３
３
４
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国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
受
験
資
格

・
平
成
５
年
４
月
２
日
～
平
成
14
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
平
成
14
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
人
で
次
に
掲
げ
る
も
の

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
令
和

６
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

※
国
税
の
職
場
は
、
理
工
・
デ
ジ
タ

ル
系
の
知
識
・
ス
キ
ル
を
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
よ
り
新
た
な
試
験
区

分
が
創
設
さ
れ
、
理
工
・
デ
ジ
タ

ル
系
の
人
が
受
験
し
や
す
い
科
目

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
興
味
の
あ

る
人
は
積
極
的
に
受
験
し
て
く
だ

さ
い
。

■
採
用
予
定
人
数

・
採
用
予
定
人
数
は
、
人
事
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

・
採
用
予
定
人
数
は
変
動
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
は
人
事

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■
受
験
資
格　
大
学
卒
業
程
度

【 
国
税
専
門
官
募
集 

】

■
受
験
申
込
方
法

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
申
込
み

を
行
う

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド

レ
ス（https://www.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

）

■
受
付
期
間

　
３
月
１
日（
水
）午
前
９
時

～
20
日（
月
）

※
３
月
20
日（
月
）ま
で
に
申
し
込
み

デ
ー
タ
を
受
信
完
了
し
た
も
の
に

限
り
受
付
け
ま
す
。

■
第
１
次
試
験

◇
試
験
日　
６
月
４
日（
日
）

◇
試
験
地

　
広
島
国
税
局
管
内
で
は
、松
江
市
、

岡
山
市
、
広
島
市

◇
試
験
種
目　
基
礎
能
力
試
験
（
多

肢
選
択
式
）、
専
門
試
験
（
多
肢

選
択
式
、
記
述
式
）

■
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日

　
６
月
27
日（
火
）

■
第
２
次
試
験

◇
試
験
日　
６
月
30
日（
金
）～
７
月

14
日（
金
）の
う
ち
指
定
す
る
日
時

◇
試
験
地

　
広
島
国
税
局
管
内
で
は
、
広
島
市

◇
試
験
種
目

　
人
物
試
験
、
身
体
検
査

■
最
終
合
格
者
発
表
日

　
８
月
15
日（
火
）

■
一
般
幹
部
候
補
生

◇
応
募
資
格

①
大
卒
程
度　
22
歳
以
上
26
歳
未
満

　
（
20
歳
以
上
22
歳
未
満
は
大
卒（
見

込
み
含
む
）、
修
士
課
程
修
了
者

な
ど
（
見
込
み
含
む
）
は
28
歳
未

満
）

②
大
学
院
卒
程
度

　
20
歳
以
上
28
歳
未
満
（
修
士
課
程

修
了
者
な
ど（
見
込
み
含
む
））

◇
受
付
期
間

①
４
月
14
日（
金
）ま
で

②
6
月
16
日（
金
）ま
で

◇
１
次
試
験
日

①
４
月
22
日（
土
）、
23
日（
日
）

②
６
月
24
日（
土
）

■
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

◇
応
募
資
格

　
専
門
の
大
卒（
見
込
み
含
む
）20
歳

以
上
30
歳
未
満
（
薬
剤
科
は
20
歳

以
上
28
歳
未
満
）

【 

自
衛
官
募
集 

】

く ら し の 情 報

■
受
験
案
内
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
請

求
・
問
合
せ
先　
広
島
国
税
局
人

事
第
二
課
試
験
研
修
係

　
〒
７
３
０
‐
８
５
２
１

　
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６
‐
30

　
☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
１
１

　
ま
た
は
近
く
の
税
務
署
総
務
課
へ

◇
受
付
期
間　
４
月
14
日（
金
）ま
で

◇
１
次
試
験
日　
４
月
22
日（
土
）

■
医
科
・
歯
科
幹
部

◇
応
募
資
格

　
医
師
・
歯
科
医
師
の
免
許
取
得
者

◇
受
付
期
間　
６
月
８
日（
木
）

◇
１
次
試
験
日　
６
月
23
日（
金
）

■
技
術
海
上
幹
部
・
技
術
航
空
幹
部

◇
応
募
資
格

　
大
卒
以
上
で
、
応
募
資
格
に
定
め

ら
れ
た
学
部
・
専
攻
学
科
な
ど
を

卒
業
後
２
年
以
上
業
務
経
験
が
あ

る
人

◇
受
付
期
間　
５
月
19
日（
金
）

◇
１
次
試
験
日　
６
月
19
日（
月
）

■
技
術
海
曹
・
技
術
空
曹

◇
応
募
資
格

　
20
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
取
得

者
な
ど

◇
受
付
期
間　
５
月
19
日（
金
）

◇
１
次
試
験
日　
６
月
16
日（
金
）

■
一
般
曹
候
補
生

◇
応
募
資
格

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

　
（
32
歳
の
人
は
採
用
予
定
月
の
末

日
に
33
歳
に
達
し
て
い
な
い
人
）

◇
受
付
期
間　
５
月
９
日（
火
）

◇
１
次
試
験
日

　
５
月
19
日（
金
）～
28
日（
日
）

■
問
合
せ
先

　
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
柳
井

　
県
で
は
、
日
常
の
買
い
物
を
通
じ

て
食
品
表
示
な
ど
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
て
い
た
だ
く
『
山
口
県
食
の
安
心

モ
ニ
タ
ー
』を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
応
募
資
格

　
県
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人

◇
任
期

　
委
嘱
日
～
令
和
６
年
３
月
31
日

◇
主
な
活
動
内
容

　
食
品
販
売
店
の
食
品
表
示
や
衛
生

管
理
な
ど
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど

◇
応
募
方
法

　
経
済
課
地
域
振
興
係
に
あ
る
申
込

用
紙
、
も
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提

出
す
る

◇
応
募
期
間（
必
着
）

　
３
月
10
日（
金
）～
４
月
６
日（
木
）

◇
提
出
先

　
経
済
課
地
域
振
興
係

　
☎
52
‐
５
８
０
５

◇
問
合
せ
先

　
山
口
県
生
活
衛
生
課

　
☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
９
７
４

【 『
山
口
県
食
の
安
心
モ
ニ
タ
ー
』
の

募
集
に
つ
い
て 

】

地
域
事
務
所

　
☎
22
‐
８
１
９
９
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■
対
象
者　
原
則
20
歳
以
上

■
期
間　
５
月
８
日（
月
）～
令
和
６

年
１
月
13
日（
土
）

　
（
各
講
座
全
10
回
）

■
場
所　
岩
国
短
期
大
学

■
受
講
料

◇
90
分
講
座　
７
，
０
０
０
円

◇
１
８
０
分
講
座

　
１
万
４
，
０
０
０
円

■
募
集
期
間

　
３
月
10
日（
金
）～
22
日（
水
）

【 

岩
国
短
期
大
学
生
涯
学
習

公
開
講
座
『
前
期
募
集
案
内
』 

】
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

し
、
受
講
者
が
９
人
以
下
の
講
座

は
中
止
と
な
り
ま
す
。

■
楽
し
い
声
楽
～
歌
曲
か
ら
オ
ペ
ラ

ア
リ
ア
ま
で
～

◇
日
時　
指
定
す
る
月
曜

　
午
後
６
時
～
午
後
７
時
30
分

◇
定
員　
15
人

■
癒
し
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
英
会
話

　
～
簡
単
な
英
語
で

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
～

◇
日
時　
指
定
す
る
火
曜

　
午
後
６
時
30
分
～
午
後
８
時

◇
定
員　
10
人

■
大
人
の
た
め
の
絵
画
～
い
つ
か
描

い
て
み
た
か
っ
た
水
彩
や
油
彩
～

◇
日
時　
指
定
す
る
火
曜

　
午
後
６
時
30
分
～
午
後
８
時

◇
定
員　
15
人

■
親
、
保
育
士
、
教
師
の
た
め
の
発

達
障
害
入
門（
シ
ー
ズ
ン
２
）

◇
日
時　
指
定
す
る
水
曜

　
午
後
６
時
30
分
～
午
後
８
時

◇
定
員　
30
人

■
フ
リ
ー
ア
ー
ト
～
自
由
に
制
作
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
～

◇
日
時　
指
定
す
る
木
曜

　
午
後
６
時
30
分
～
午
後
８
時

◇
定
員　
15
人

■
は
じ
め
て
の
ピ
ア
ノ
～
も
し
も
ピ

ア
ノ
が
弾
け
る
な
ら
～

　
県
で
は
、
木
材
生
産
に
必
要
な
知

識
と
技
術
を
短
期
間
で
習
得
で
き
る

『
林
業
即
戦
力
短
期
育
成
塾
』を
開
催

し
ま
す
。
研
修
を
受
講
し
て
、
県
の

豊
か
な
自
然
を
支
え
る
森
林
で
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
貢
献
す
る
林
業
の
仕
事
を
始

め
ま
せ
ん
か
。

◇
対
象
者　
山
林
作
業
が
可
能
な
18

【 『
林
業
即
戦
力
短
期
育
成
塾
』
の

研
修
生
を
募
集
し
ま
す 

】

歳
以
上
45
歳
未
満
の
人
（
研
修
終

了
後
、
県
内
の
林
業
認
定
事
業
体

な
ど
に
就
業
す
る
こ
と
が
条
件
）

◇
期
間　
６
月
12
日（
月
）～
11
月
13

日（
月
）の
う
ち
55
日
間

◇
場
所　
山
口
県
林
業
総
合
技
術
セ
ン

タ
ー
（
防
府
市
牟
礼
１
０
３
１
８
）、

木
材
生
産
現
場
ほ
か

◇
内
容

・
林
業
基
礎
知
識
の
習
得
と
木
材
生

産
に
必
要
な
資
格
取
得

・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
高
性
能
林
業
機

械
の
基
本
操
作
習
得

・
先
進
的
な
林
業
事
業
体
に
お
け
る

派
遣
研
修
な
ど

◇
定
員　
10
人
（
書
類
審
査
お
よ
び

面
接
な
ど
に
よ
り
選
考
し
決
定
）

◇
受
講
料　
無
料

◇
給
付
金　
研
修
期
間
中
（
５
か
月

間
）に
１
月
あ
た
り
12
万
５
千
円

　
（
要
件
あ
り
）

◇
募
集
期
限

　
５
月
２
日（
火
）（
必
着
）

※
受
講
申
請
書
は
、
山
口
県
森
林
企

画
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
山
口
県
森
林
企
画
課

　
☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
４
６
０

講
習
・
講
座

【 

危
険
物
取
扱
者
試
験
と準備

講
習
会 

】

■
危
険
物
取
扱
者
試
験

◇
試
験
日（
光
市
会
場
）

　
６
月
18
日（
日
）

※
受
験
地
に
よ
っ
て
試
験
日
が
異
な

り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

◇
試
験
会
場　
光
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
あ
い
ぱ
ー
く
光
ほ
か

※
光
市
会
場
で
丙
種
、
複
数
受
験
は

で
き
ま
せ
ん
。

◇
受
験
手
数
料

・
甲
種　
６
，
６
０
０
円

・
乙
種　
４
，
６
０
０
円

・
丙
種　
３
，
７
０
０
円

◇
受
付
期
間（
書
面
申
請
）

　
４
月
７
日（
金
）～
20
日（
木
）

※
電
子
申
請
も
可
能
で
す
。
詳
細

は
、
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w
w

w
.

shoubo-shiken.or.jp)

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
準
備
講
習
会

◇
日
時　
５
月
26
日（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
講
習
会
場　
光
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
あ
い
ぱ
ー
く
光

◇
対
象
者　
乙
種
第
４
類
の
受
験
者

◇
募
集
人
数　
50
人（
先
着
順
）

◇
受
講
料　
７
，
０
０
０
円

　
（
光
地
区
防
災
協
会
加
入
事
業
所

の
受
講
者
は
４
，
０
０
０
円
）

◇
受
付
期
間　
４
月
７
日（
金
）～
定

員
に
達
す
る
ま
で

※
受
講
料
と
と
も
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
願
書
配
布
・
申
込
み
先

　
光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
・
中

央
消
防
署
東
出
張
所
、
北
出
張
所

■
問
合
せ
先

　
光
地
区
防
災
協
会
事
務
局

　
（
光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
内
）

　
☎
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
０
２

◇
日
時　
指
定
す
る
木
曜

　
午
後
６
時
～
午
後
７
時
30
分

◇
定
員　
18
人

　
（
受
講
料
と
は
別
に
教
材
費
が
必
要
）

■
リ
ト
ミ
ッ
ク
指
導
法

◇
日
時　
指
定
す
る
土
曜

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

◇
定
員　
30
人

　
（
受
講
料
と
は
別
に
教
材
費
が
必
要
）

■
申
込
方
法　
往
復
は
が
き
（
１
枚

に
つ
き
１
講
座
）に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
講
座
名
を
記

入
し
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、
岩
国

短
期
大
学
総
務
課
へ

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
岩
国
短
期
大
学
総
務
課

　
〒
７
４
０
‐
０
０
３
２

　
岩
国
市
尾
津
町
２
‐
24
‐
18

　
☎
０
８
２
７
‐
31
‐
８
１
４
１
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… 人口 …
14,525 人

（増減－ 25 人）

… 男 …
6,957 人
… 女 …
7,568 人
… 世帯 …
6,960 世帯

（２月１日現在）

人口と世帯

※やむを得ず納期限までに納付できない
事情のある人は、担当窓口にご相談く
ださい。

◇保育所保育料
　児童クラブ保育料　　　　　   3 月分

◇町営住宅使用料・駐車場使用料
3 月分

◇対象および内容の問合せ先
町県民税・固定資産税・軽自動車税

………税務課　　　☎ 52-5804
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料・介護保険料

………健康保険課　☎ 52-5809
保育所保育料および児童クラブ保育料

………町民福祉課　☎ 52-5810
町営住宅使用料および駐車場使用料

………建設課　　　☎ 52-5807
下水道受益者負担金

………建設課　　　☎ 52-5817

納期限内に納付しましょう
※税と保険料について、メール配信サービスで納期限を

お知らせします。カレンダーのページの QR コード
から、『町からのお知らせ』のご登録をお願いします。

３月31日（金）
今月の納期限

２/20 国際協力出前講座を実施
　田布施町出身で山口県JICAデスクの小川真奈さ
んにお越しいただき、『国際協力出前講座』を麻郷小
学校で開催しました。
　小川さんは、『世界のこと、知っちょる？～世界
の中の日本とわたしたち～』をテーマに『青年海外協
力隊』としてケニアで活動されていたときの体験談
などについて講演され、児童の皆さんは興味深そう
にメモをとりながら、お話を聞いていました。

　令和４年度結婚新生活応援補助金の申請は、令
和５年３月 31 日（金）までです。
　令和４年１月１日～令和５年３月 31 日の間に
婚姻届を提出した世帯が対象となっています。対
象となる場合は、企画財政課にご相談の上、申請
してください。

令和 4 年度『結婚新生活応援補助金』の申請はお済みですか 問企画財政課企画係　☎ 52-5803

◇補助金交付額　上限 30 万円
◇対象世帯
・夫婦の合計所得が 400 万円未満
・婚姻日における年齢が夫婦ともに 39 歳以下など
◇対象経費
　住宅取得費用、住宅貸借費用、引越し費用
※詳細は企画財政課までお問い合わせください。

２/16『学校関係善行者表彰』を受賞
　2月8日、県庁で『令和4年度（下半期）学校関係善行
者表彰』が行われ、受賞した田布施中学校2年生3人が
町長へ報告に訪れました。
　令和４年８月の柳井警察署長感謝状に続く２回目の
表彰です。
　３人は、３年生に進級するにあたり「みんなの見
本になれるようがんばりたい」と話していました。
▼左から佐々木柚

ゆ い
衣さん、⻆

す み と
戸奈南さん、松嶋樹里さん

●印刷所　キッショウ株式会社　　　本紙は環境にやさしい再生紙を使用しています。



１
（土）

16
（日）

２
（日）

■第50回たぶせ桜まつり　10:00～（ふるさと詩情公園）
■魅力再発見ウォーキング　8:20 ～（田布施駅）

17
（月）

３
（月）

■妊婦・育児相談（要予約）　10:00～12:00（西公）18
（火）

４
（火）

19
（水）

■ちびっこ広場（要予約）　10:00 ～ 11:30（西公）

５
（水）

20
（木）

■みんなのカフェ　10:00 ～ 15:00（いきいき）
■オレンジカフェ　10:00 ～ 11:30（里公）

６
（木）

■みんなのカフェ　10:00 ～ 15:00（いきいき）
■オレンジカフェ　10:00 ～ 11:30（城公）

21
（金）

７
（金）

22
（土）

８
（土）

■子ども食堂『らぶちゃん』（要予約）11:30 ～ 12:30（麻福）23
（日）

■衆議院山口県第２区選出議員補欠選挙　7:00 ～ 18:00
■魅力再発見ウォーキング　8:30 ～（里公）

９
（日）

■山口県議会議員一般選挙　7:00 ～ 18:00 24
（月）

10
（月）

■入学式　10:00 ～（各小学）、14:00 ～（中学） 25
（火）

11
（火）

26
（水）

■こころの相談（要予約）　13:30 ～ 15:00（西公）

12
（水）

27
（木）

■オレンジカフェ　10:00 ～ 11:30（いきいき）

13
（木）

■みんなのカフェ　10:00 ～ 15:00（いきいき） 28
（金）

■健康・栄養相談（要予約）　10:00～11:30（いきいき）

14
（金）

29
（土）

15
（土）

30
（日）

省
略
文
字

●中公：中央公民館　  　●西公：西田布施公民館　●東公：東田布施公民館
●麻公：麻郷公民館　  　●城公：城南公民館　　　●里公：麻里府公民館
●いきいき：高齢者いきいき館　 ●麻福：麻郷福祉会館　　●中学：田布施中学校４４月のカレンダー

区分 診療日 診療時間

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月15日）
年末年始（12月30日～１月３日）
※夜間診療はありません。

9:00 ～ 12:00
（受付 11:30まで）
13:00 ～ 17:00

（受付 16:30まで）
平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません。

19:00 ～ 22:00
（受付 21:30まで）

【困】

【法】

● 編集・発行　田布施町役場　企画財政課  企画係
　〒 742-1592   山口県熊毛郡田布施町大字下田布施 3440 番地 1

☎ 0820-52-5803
℻ 0820-53-0140

HP　　 https://www.town.tabuse.lg.jp
E-mail  kikaku@town.tabuse.yamaguchi.jp

【法】 弁護士無料法律相談
日時 ４月19日（水）
　　 9:00 ～
場所 町役場 会議室棟A
問 町民福祉課 ☎52-5811
※電話による完全予約制(先着順)

【心】

【心】

◇子ども食堂『らぶちゃん』の予約・問合せ先
　田布施町社会福祉協議会　☎53-1103

柳井港駅→
柳井駅

至 国道 188号線

旧NTT
柳井郵便局

柳井川

休日夜間
応急診療所

休日夜間応急診療所
（柳井市中央1-10-17）
◇連絡先（診療時間内）

☎22-9001

◇各種相談、ちびっこ広場の問合せ先
　保健センター　☎52-4999

QR コ ー ド を
読み取り、手
順に沿ってご
登録ください。

田布施町
メール配信サービス

【困】 困りごと相談
日時 4月24日（月）
　　 10:00 ～ 15:00
場所 会議室棟A
問 町民福祉課
　 ☎52-5811

【心】 心配ごと相談
日時 毎週月曜日
　　 10:00 ～ 11:00

（困りごと相談日除く）
場所 町社会福祉協議会
問 ☎53-1103
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　田布施町地域交流館向かいに造られた『ゆめはな花壇』で 2 月 23 日に花植えイベントがあり、花壇
をデザインした田布施農工高等学校の生徒、田布施西小学校の児童、田布施中学校の生徒や地域の方々
が田布施農工高等学校と田布施総合支援学校が育てた花苗を植え、2 月 26 日に花壇の完成式典が開催
されました。

　　　 2/23・26　ゆめはな花壇の花植えイベント＆完成式典

2/24　ふるさと詩情公園（近隣公園）の
テニスコート壁絵 披露会

Topic 2

Topic 1

　ふるさと詩情公園（近隣公園）内のテニスコートで
『テニスコート壁絵 披露会』が行われました。
　令和 3 年度に田布施西小学校の 6 年生と町長との
意見交換で「公園のテニスコートの壁の塗装がはがれ
ているため、修理してもらえると嬉しい」という声を
受け、壁面を修理することになりました。また詩情公
園が『にぎやかで、みんなが訪れたくなる場所』にな
るよう、田布施中学校美術部が約半年かけて作成した
デザイン絵を遊歩道側の壁面に施しています。

　この『ゆめはな花壇』は、平成 30 年に開催された『山
口ゆめ花博』で得られた、さまざまな成果を活かした市町
の取組を支援することにより、県全体の活性化につなげる

『山口ゆめ花博基金』を活用し、造られました。
　花壇は、授業で設計・デザインされたもので、デコレー
ションケーキをイメージとしています。『大切な人の記念
日や誕生日など、だれもが楽しめ、祝うことができる愛の
ある花壇となるように』といった願いが込められています。
　その他にも、思わず写真を撮りたくなってしまう、『映え
るデザイン』にすることを意識して造り、撮影された写真
を SNS で拡散することで、田布施町をいろいろな人に知っ
てもらえることを狙いとし、『色とりどりの花が、田布施町
の人々の癒しとなり、田布施町地域交流館を訪れる人に幸
せを届けられる花壇』という想いが込められています。


